




























































て しまうのだ」(/:)という 「途方もない逆転」が起こる。そしてこのことは 「物の消
費」でなく 「イメージの消費」,さらに 「イメージ=情報の消費」へとつながり,今日の
現代的都市生活の特異な様相に結びつくのである。
このように著者はするどく現代生活とデザインのかかわりに潜む問題を明確にあばきた
ててくれる。さらに彼が常に日本の近代生活やデザインの展開を見つめつづけている姿勢
に教えられる点が多い。しかしではどうすればよいかは残された問題であり,その積極的
提言と理論化がデザイン理論に課せられた課題であろう。(渡 辺 真)
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